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新株式の訂正発行登録書（募集の方法の変更等）提出に関するお知らせ 

 

  当社は、平成 22 年１月７日付「第三者割当（予定）による新株式の発行登録に関するお知らせ」にてお知らせしまし

たとおり、平成 22 年１月７日に新株式の発行登録書（効力発生日：平成 22 年１月 15 日）を関東財務局長に提出しまし

たが、本日付にて下記内容の目的・理由にて訂正発行登録書を提出いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１． 訂正発行登録提出の理由 

当社は、平成 20 年 12 月 25 日に提出した新株式の発行登録書（効力発生日：平成 21 年１月９日）による発行

予定期間が平成 22 年１月８日に終了するため、当社を取り巻く事業環境や背景に鑑み、平成 20 年 12 月 25 日

提出の発行登録書に基づく新株式発行の上限額 50 億円に対する残額 35 億円に相当する額を目処に新株式

の発行を行うことも含めて財務基盤の健全化のための資金調達を目的として、引き続き発行登録による新株式

の発行を可能とするため、平成 21 年１月７日に新株式を対象とする発行登録を行いました。 

本発行登録を行った時点においては、募集の方法として、第三者割当の方法による「その他の者に対する割

当」のみを想定しておりましたが、当社を取り巻く様々な環境に鑑み、株主割当や一般募集による新株式の発行

も含め、幅広い募集方法の中から機動的に新株式を発行することを可能とすることを目的として、この度発行登

録書の訂正を行ったものであります。 

なお、本発行登録による具体的な募集の方法、時期につきましては、現時点では未定です。今後、市場の状

況等を考慮し、募集の方法、時期を含め、慎重に検討の上で決定する予定です。 

 

２． 発行登録による新株式の発行について 

訂正発行登録書の提出に伴い、平成 22 年１月７日付「第三者割当（予定）による新株式の発行登録に関する

お知らせ」の「２．発行登録による新株式の発行について」を以下のとおり変更いたします。 

（変更箇所は   線で示しております。） 
 

（変更前） 

今回の当社普通株式に係る発行登録は、当社が今後行なう予定である第三者割当増資のためのものです。 

発行登録の主な内容は以下のとおりです。 

 （中略） 

４）資金使途 

第三者割当（予定）による手取金については、有利子負債の圧縮を目的とした借入金の返済、並びに当

社グループのコア事業である斡旋事業において継続的に多額の費用発生が見込まれるＷＥＢサイトの開発・

リニューアル費用、プロパティ・マネジメント事業における販管費等の運転資金等に充当する予定であります

が、詳細については、発行決議を行った都度お知らせいたします。 

５）募集の仮条件 

未定 

なお、具体的な割当予定先、発行株式数、発行価額の総額、払込期日等は未定ですが、割当予定先に

ついては、当社取引先や加盟企業、投資事業会社、機関投資家など幅広い候補先の中から、今後の当社

の事業展開を理解し、ともに事業発展を行える候補先を検討してまいります。 



 

（変更後） 

今回の当社普通株式に係る発行登録は、当社が今後行なう予定である株主割当、第三者割当又は一般募集

の方法による増資のためのものです。 

発行登録の主な内容は以下のとおりです。 

 （中略） 

４）資金使途 

有利子負債の圧縮を目的とした借入金の返済、並びに当社グループのコア事業である斡旋事業において

継続的に多額の費用発生が見込まれるＷＥＢサイトの開発・リニューアル費用、プロパティ・マネジメント事業

における販管費等の運転資金等に充当する予定でありますが、詳細については、発行決議を行った都度お

知らせいたします。 

５）募集の仮条件 

未定 

本発行登録による具体的な募集の方法、時期につきましては、現時点で未定です。今後、市場の状況等

を考慮し、募集の方法、時期を含め、慎重に検討の上で決定する予定です。なお、本発行登録に基づき募

集の方法として、第三者割当を選択する場合、その割当予定先については、当社取引先や加盟企業、投資

事業会社、機関投資家など幅広い候補先の中から、今後の当社の事業展開を理解し、ともに事業発展を行

える候補先を検討してまいります。 

以 上 


